
新春のお喜びを申し上げます。

皆様お健やかに新春をお迎えのことと存じます。

旧年中はひとかたならぬご厚情を賜り、誠にありがとうございました。

本年も昨年同様、ご指導 ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

本年が皆様にとって祝福に満ちあふれる年でありますことを心よりお祈り致します。

＊公職選挙法に抵触する恐れがあるため、年賀状の送付などは差し控えさせて頂いております。

第３５回平成２２年度与謝野町議会１２月定例会において
１２月６日～２２日の会期で平成２２年度与謝野町議会１２月定例会が開かれました。

本会議では「犯罪被害者等支援条例」「暴力団排除条例」の制定、一般会計・特別会計補正予算の審議、

そして１０月の閣議決定を受けて与謝野町に交付される

地方活性化交付金（約１億円）の使途をめぐり審議を行いました。

本活動レポート第２号では、本会議での私の一般質問と活動の一部をご紹介したいと思います。
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山添藤真
ともに、未来を創ろう

山添藤真による一般質問
「観光政策を問う」

山添　既存の観光資源の開発だけでなく、町民の皆様の日常生活をひとつの観光資源ととら

え、町民と観光客とのつながりを生み出す観光政策の開発（具体的には民泊事業）が必要だと

考えているがどのように思われるのか。

町長　指摘のとおり、日常生活の生活や文化そのものが観光資源となり得る時代で、人とのつ

ながり、町民と観光客との交流を図ることが今日の観光にとって大変重要なことであると考

えている。

正に、策定している観光振興計画の推進であると認識している。

計画の行動プログラムを着実に実行していくことが今、多くの観光客を受け入れる当町なら

ではの観光であると確信している。

民泊事業に関しては、町内に多くの宿泊施設がないこともあり、町民が民家で観光客をおもて

なしすることは当町には適した事業だとも思うが、実行にあたっては町民の理解と協力を得

ることが必要不可欠となる。
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活動報告

山添藤真後援会総会・懇親会
１１月１７日には「山添藤真後援会総会・
懇親会」を開催しました。
総会では後援会人事の承認や改選後に私
が取り組んできたことのご紹介を行いま
した。入会を希望して頂ける方は下記の
連絡先にご連絡下さいますようお願い申
し上げます。

民泊事業の実践
１１月７日から１０日まで４名のベル
ギー人を含む５名の方を自宅に受け入れ
ました。
皆さんはテキスタイル専門家ということ
もあり、滞在中は主に織物企業を訪問し、
丹後地方が持つ高い織物技術にふれられ
ました。最終日の夜には、近所の方々や
高校生達も集まってくれて楽しいお別れ
会を開くことができました。

消防団分団員のみんなと
私が所属する消防団分団では年に１度の
カニ鍋祭りを行っています。初めて参加
しましたが、すごい量のカニを食べなが
ら、消化活動のノウハウを教わりました。
８日未明に東町地区で起きた火災でも分
団員１５名中９名が出動し、消化活動に
あたりました。
なお、火事によって被災された方々には
心よりお見舞い申し上げます。

同郷会
京都府北部管内の高校生が卒後時にふ
るさとを離れる割合は８割にのぼると
言われています。
「そんな彼ら／彼女ら」... ふるさとを離れ
て、一生懸命に生きる若者世代の今を追
いかけてみたいという思いより、定期的
に東京・京都・大阪で同郷会を開催し
ています。
山添藤真が開催する同郷会に参加して
みたいと思われる方、又はご家族に参加
をご希望されている方がいらっしゃる
方はお気軽にご連絡をいただきますよ
うお願いします。

山添藤真後援会

ホームページ開設のお知らせ

連絡先

ホームページにて山添藤真の日頃の活動をリアルタイムでお伝えしておりますので、どうぞご覧下さい。

〒629-2263　京都府与謝郡与謝野町字弓木４９３番地
TEL :  0772-46-2031( 携帯 080-2077-4591） FAX :  0772-46-4394
EMAIL:  toma.yamazoe@gmail .com

www.yamazoetoma.com
ツイッターはじめました。twitter.com / Toma_Yamazoe

百人一首大会にて
１月８日（土）にふれあいセンターで行
われた第３５回新春百人一首大会に参
加しスピーチ＆競技を行いました。

私自身、小学校の頃に参加し続けてきた
会だったので感慨深いものを感じなが
らカルタ同好会の皆さんや子ども達と
会場での時間を過ごしました。

高校生とのお話会
１月１３日（木）、宮津市内の喫茶店で
早々に進路が決定した高校３年生とお
話会を行いました。彼を取り巻く環境は
この数ヶ月で大きく変化していきます。

そんな彼に伝えたいことのひとつは
『Think Different』でした。
山添藤真も参加する「高校生とのお話
会」に参加を希望してくれる高校生の皆
さん、連絡待っています。
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